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鳥取大学概要

学部・研究科：

4学部（医学部、地域学部、工学部、農学部）

5研究科（持続性社会創生科学研究科、医学系研究科、

工学研究科、連合農学研究科、共同獣医学研究科）

学生数：6,252名

教員数：718名

職員数：1,748 名

令和6年度鳥取大学概要より抜粋



鳥取大学研究成果リポジトリ コンテンツ数
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論文登録の依頼・公開の流れと
活用したOAアシスト機能

データベース等から論文情報を収集

論文情報をリスト化、名寄せ、著者の抽出

出版ポリシーの調査（ゴールド、グリーン、エンバーゴ等）

著者に論文の登録を依頼

許諾が得られた論文情報をリポジトリ登録用に成型（メタ
データの作成）

リポジトリに登録、公開

OAアシスト機能を活用した部分



OAアシスト機能利用画面例



OAアシスト機能利用画面例



活用の実績

先行利用期間 2025年10月～2025年11月末

リポジトリ登録件数 約65件

活用前後で変わったこと

特に論文情報の成型にかかっていた業務量が減少

アイテムタイプ管理の省力化（登録用テンプレートの1本化）

アイテムタイプを紀要論文用、学術雑誌論文用等の独自のアイテムタイプ
からデフォルトアイテムタイプ（フル）に統一



今後活用したい機能

論文情報の収集

論文情報をリスト化

出版ポリシー調査の省力化

依頼時の優先順位の重みづけ（非OA、助成の有無、筆頭著
者等）



今後期待する機能

リポジトリ登録済の論文をフィードバックし、ステータス
（公開済、登録済など）に反映（相互連携）

連携項目のリッチ化、カスタマイズ（キーワード等）

各項目の絞り込み機能の追加

例）非OAかつステータス未処理のデータを一覧したい場合など

連携DB、メタデータをリッチに


	Slide 1: 鳥取大学における OAアシスト機能の活用事例
	Slide 2: 鳥取大学概要
	Slide 3: 鳥取大学研究成果リポジトリ　コンテンツ数
	Slide 4: 論文登録の依頼・公開の流れと 活用したOAアシスト機能
	Slide 5: OAアシスト機能利用画面例
	Slide 6: OAアシスト機能利用画面例
	Slide 7: 活用の実績
	Slide 8: 今後活用したい機能
	Slide 9: 今後期待する機能

